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１

事業名など
【担当課】

市民の健康と福祉のまち
づくり推進事業
【健康増進課・高齢介護
課・保険年金課】

仕分け評価
(判定)結果

④市が実施
（要改善）

評価(判定)結果の内訳と市民評価委員の主な意見
①
廃止

1
●地域格差が生じないように実施するべき●他の事業と重複している
部分は整理するべき●事業による効果を把握して、事業に反映するべ
き

②
民間が実
施

2

③
国･県･広
域行政が
実施

1

④
市が実施
(要改善)

22

⑤
市が実施
(現行ど
おり)

0

⑥
市が実施
(拡大・
充実)

1

事
業
番
号

２
梅の里管理運営事業

【農業振興課】

④市が実施
（要改善）

0
●将来計画や事業の終了時期を明確にするべき●梅のブランド化や販
売努力をもっとするべき●将来的には、民間へ移行していくべき

9 0 14 1 3

④市が実施
（要改善）

0
●２つの施設の経営を統合するべき●稼働率を上げるための工夫や努
力をするべき●人件費など経費を削減するべき

3 1 19 2 2

④市が実施
（要改善）

0
●利用者ニーズを把握して、もっと利便性を高めるべき●路線確保な
ど、交通弱者への配慮がもっと必要と思う●乗車人数の少ないバスは、
もっと利用されるように工夫するべき

2 1 14 5 5

④市が実施
（要改善）

4

●地域にもっと任せていくべき●イベント全体を整理統合するべき

4 0 17 2 0

④市が実施
（要改善）

0
●イベント全体を整理統合するべき●市民がもっと関わっていく仕組
みに変えるべき●イベント数を減らし、人気のあるイベントを充実す
るべき

2 0 19 5 1

④市が実施
（要改善）

2
●地域がもっと主体となって実施するべき●イベント全体を整理統合
するべき

6 0 17 2 0

④市が実施
（要改善）

0
●早期に組織を統合するべき●組織を統合して事業を充実させてほし
い

3 2 16 2 4

３
堆肥製造施設運営事業

【農業振興課】

４
共同バス運行事業

【産業政策課】

５
地域コミュニティ事業補
助金

【協働推進室】

６
観光イベント補助金・負
担金

【観光振興課】

７
ふるさと祭り（収穫祭)
補助金

【農業振興課】

８
観光協会補助金

【観光振興課】

９

事業名など
【担当課】

津山私学教育振興事業補
助金

【教育総務課】

仕分け評価
(判定)結果

④市が実施
（要改善）

評価(判定)結果の内訳と市民評価委員の主な意見
①
廃止

0
●補助金の使途についてもっと考えるべき●地域との連携や活性化に
つながる活動に使うべき●学生の市内への就職につなげてもらいたい

②
民間が実
施

1

③
国･県･広
域行政が
実施

0

④
市が実施
(要改善)

15

⑤
市が実施
(現行ど
おり)

1

⑥
市が実施
(拡大・
充実)

6

事
業
番
号

②民間が
　実施

1
●地域や利用者が運営すべき●各々の施設の整理統合が必要ではない
か●管理運営方法や利用料を見直すべき

13 0 9 0 0

④市が実施
（要改善）

0
●交付先の組織を統合することが必要ではないか●補助金の使途を見
直すべき

0 0 18 3 2

④市が実施
（要改善）

0

●前納報奨金の率を下げるべき●制度を見直し、内容を統一するべき

0 0 18 4 1

④市が実施
（要改善）

0
●公園管理の基準を明確にするべき●ボランティアの活用を推進する
べき●公園の有効活用をもっと考えてはどうか

0 1 20 2 0

④市が実施
（要改善）

0
●もっと多くの市民や団体が参加できるようにするべき●清掃活動に
も力を入れるべき●花いっぱいコンクールのやり方は見直すべき

1 0 17 2 3

④市が実施
（要改善）

0
●もっと警察や各種団体と連携して取り組むべき●もっと啓発活動に
力を入れるべき

0 0 13 7 3

10
陶芸施設管理運営事業

【生涯学習課】

11
津山市文化連盟補助金

【文化課】

12
下水道受益者負担金・分
担金制度と前納報奨金

【下水道課】

13
公園管理運営事業

【公園緑地課】

14
美しいまちづくり運動推
進事業

【環境生活課】

15
津山市交通安全対策協議
会補助金

【環境生活課】

0 1 0 14 0 0

①
廃止

②
民間が実施

③
国･県･広域
行政が実施

④
市が実施(要
改善)

⑤
市が実施(現
行どおり)

⑥
市が実施(拡
大・充実)

１日目【11月19日】

２日目【11月20日】

平成23年度「津山市事業仕分け」結果一覧表

　昨年度に引き続き「津山市版事業仕分け」を11月19・20日に開催しました。｢事業仕分け」は現在、市で行
われている事業を「現場」と「市民」の視線で見つめ直し、事業の無駄をなくすことと、行政全体の事業の見
直しに結び付けていくことを目的にしています。
　仕分け人と事業担当課との議論を聞いた「市民評価委員※」が、多数決によって各事業の仕分け評価（判定)
を行いました。事業仕分けを行った15事業の評価（判定）結果は、次のとおりです。
　※市民評価委員…無作為抽出により18歳以上の市民1,000人に依頼し、希望者50人が参加

第２回津山市版事業仕分けを実施しました

※この評価結果が市の最終判断となるものではありません

２日間の結果
（事業数）

　市は、この評価（判定）結果を最大限尊重して各事業の今後の方針を策定し、次年度以降の事業の見直しと
予算編成に反映させるように努力します。
　各事業の今後の方針については、広報つやま３月号で詳しくお知らせします。

問い合わせ先　行財政改革推進室332-2028問い合わせ先　行財政改革推進室332-2028

　昨年度に引き続き「津山市版事業仕分け」を11月19・20日に開催しました。｢事業仕分け」は現在、市で行
われている事業を「現場」と「市民」の視線で見つめ直し、事業の無駄をなくすことと、行政全体の事業の見
直しに結び付けていくことを目的にしています。
　仕分け人と事業担当課との議論を聞いた「市民評価委員※」が、多数決によって各事業の仕分け評価（判定)
を行いました。事業仕分けを行った15事業の評価（判定）結果は、次のとおりです。
　※市民評価委員…無作為抽出により18歳以上の市民1,000人に依頼し、希望者50人が参加


